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出題の意図　【 数　学 】

問題 1 (1) 展開公式 (x+ y)3 = x3 + 3x2y + 3xy2 + y3を利用することの確認を目的としている
(2) 因数分解公式 x2 − y2 = (x+ y)(x− y)を利用することの確認を目的としている
(3) (

√
a +

√
b)(

√
a −

√
b) = a − bを利用しての有理化のあと通分する手順の確認を目的とし

ている
問題 2 (1) 共通因数 xでくくったあと因数分解の公式を利用することの確認を目的としている

(2) 因数分解して２次不等式の公式を利用することの確認を目的としている
(3) 消去法を利用して 2元２次連立方程式を解く手法の確認を目的としている

問題 3 (1) ２次関数の標準形 y = a(x− p)2 + qへ変形，頂点 (p, q)，軸 x = pを導く流れの確認を目
的としている

(2) 接するとき，２次方程式の判別式D = 0を利用できることの確認を目的としている
問題 4 (1) 三角関数の値を求めることの確認を目的としている

(2) 加法定理を活用できることの確認を目的としている
問題 5 (1) z = 2xとおくことで２次方程式に導く手順の確認を目的としている

(2) 対数の性質 loga(MN) = logaM + logaN，logaMn = n logaM を活用することの確認を
目的としている

問題 6 (1) 初項 a，公差 dである等差数列の初項から第 n項までの和 Sn =
n{2a+ (n− 1)d}

2
の利用

の確認を目的としている
(2) 初項 a，公比 rの等比数列の一般項 (第 n項)an = arn−1と指数方程式を解くことの確認を
目的としている

問題 7 (1) (xn)′ = nxn−1により微分ができ２次方程式を解くことの確認を目的としている
(2) 増減表を作成し，それをもとに極値を求めることができることの確認を目的としている
(3) x = aにおける接線の傾きが微分係数 f ′(a)，点 (x0, y0)を通り傾き mの直線の方程式

y − y0 = m(x− x0)を利用することの確認を目的としている

問題 8 (1) n ̸= −1のとき
∫

xn dx =
xn+1

n+ 1
+C，

∫
dx

x
= log |x|+Cの公式を利用できることの確認

を目的としている
(2) 置換積分を理解して解答を導くことの確認を目的としている
(3) 三角関数の積分を計算できることの確認を目的としている


